
 

 

ボランティアだよりの費用は赤い羽根共同募金の配分金の一部を充てています。 
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編集  ボランティアだより編集委員会 

２０２６ 

Ｎo２４２ 

市内各地では様々なイベントが開催され、ボランティアもそれぞれの活動分野

で協力をしました。 

イベント運営ボランティアとして

中学生・高校生が協力をしました。

市民と楽しく交流しながら、福祉に

ついて考える１日となりました。 

また、ボランティア連絡協議会とし

てふれあい商店街に出店し、自分た

ちの活動を PRしました。 

かつぬまボランティア会や個人

ボランティア１４名が協力し、

入退場の先導や競技準備など大

会のスムーズな進行に大いに活

躍しました。 

 

手作りボランティアつみくさ会

が出店しました。あいにくの天

気でしたが、丁寧に手作りした

スモックや手提げ袋などを販売

し、普段の活動を知ってもらう

よい機会となりました。なお、

売り上げの一部を共同募金会に

寄付しました。 

ボランティアグループつくし

んぼや育児ボランティア・かつ

ぬまなど６名が協力しました。

会場は、たくさんの親子で賑わ

っており、それぞれリユース服

のブースや手形・足形コーナー

などを担当し、親子とのふれあ

いを楽しみながら活動してい

ました。 



 

 

 

グループ 日にち 時間 場所 

点字勉強会【コスモスの会】 １５日 午後１：３０～ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所 

朗読勉強会【やまびこ会】 ２８日 午後１：３０～ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所 

手作り作業【つみくさ会】 １５日・２２日 午前中 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所 

声の広報 【やまびこ会】 塩山保健福祉センター 

ひとり暮らし高齢者テレホンサービス 月～金曜日 午前９：００～ 塩山保健福祉センター 

子どもとみんなの居場所 あ・い・る 毎週月曜日 午後1：００～ 
勝沼農芸学舎 

GRAPES  VILLAGE 

ボランティアだより【編集委員会】 ６日・１４日  ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所 
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1１月１４日（金）１年生６５名を対象に、安江
や す え

由紀子
ゆ き こ

さん（聴覚）中村安
なかむらやす

孝
たか

さん（身体）

の２名を講師に招き、福祉講話が開催されました。それぞれの障がいについて、普段の生活

の様子や中学校時代の様子、中学生に伝えたいことなどをテーマに話を聴きました。 

 

安江さんは、聴覚障がいについて、「目で見てわから

ない。災害時など聞こえないとわかったら、手話の他、

様々なコミュニケーションを使ってお手伝いして欲し

い。伝えたい想いが大切。聞こえる・聞こえないに関

係なく、仲良くして、差別のない社会になって欲しい。

障がいは“不便”ではあるが、“不幸”ではない。」と

教えてくれました。 

 

中村さんは、ご自身で製作したYouTubeの動画を使って、

脳性麻痺や自身の生い立ちについて説明してくれました。ま

た、「好きなこと、やりたいことが多い。サッカーチームの

観戦やアーティストのライブなど色んなところへ行ったり、

友だちと話したり、皆と同じように生活をしている。中学生

に望むことは、まずは知ってもらうことが一番。街中で会っ

たら、声を掛けて欲しい。」と伝えていました。 

 

生徒たちは、講師２人の話を真剣に聴いており、積極的に質問している姿が見られました。

今回の学習を通して、様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深め

ようとコミュニケーションをとり、支え合う「心のバリアフリー」が広がることが期待され

ます。 
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聴覚障がい者との 

コミュニケーション方法 

○手話 

○ジェスチャー 

○紙に書く 

○口話
こ う わ

 

○LINE 

○空書き
そ ら が き

 

←中村さんの YouTube

チャンネル 

「YBI ヤスタカのバリ

アフリー研究所」 
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